
　２０２５年４月よりトヨテックフィリピンの担当
役員となり、この１年間、トヨテックフィリピンの
仲間と奮闘してきました。今回は、フィリピンとい
う国とトヨテックフィリピンについて紹介いたし
ます。
　まず、フィリピン共和国という国を簡単に紹介
します。フィリピンは７，０００以上の島からなる
多民族・多言語国家で、英語とフィリピン語を公
用語としています。親しみやすい国民性、高い英
語力、海外就労者の多さ、キリスト教中心の文化
が特徴です。１年を通して温暖な気候と豊かな自
然が観光資源となっています。また、近年は各国
からの投資も盛んで、経済は右肩上がりに成長
を続けています。
　私の印象では、フィリピンの平均年齢は26歳
と若く、カトリック比率は8割、気温は年間を通し
て25～30℃と温暖な環境です。とてもフレンド
リーで優しい一方、少しラフな面も持ち合わせた
人柄の方が多いと感じています。
　このような国で、２０２０年１月にトヨテック
フィリピンが設立されました。設立のタイミングで
コロナ禍に入り、当時の立ち上げに携わったメン
バーは大変な苦労をしながらのスタートでした。
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豊川市自衛消防隊員  研修会
　２０２６年４月２４日（金）午後１時１０分より、
豊川市総合体育館１階メインアリーナにて豊川市
防火安全協会が主催の豊川市自衛消防隊員研修
会が行われました。防災訓練および救命講習が
行われ、消火活動や応急救護の基礎を学びまし
た。当日は、代表として５名が参加しました。

トヨテックフィリピンの近況報告

信長 祐児株式会社トヨテック
取締役

　２０２０年から２０２４年まで長い準備期間と
なりましたが、２０２５年度に入り、成形工場とし
て稼働を開始しました。現在は、機構成形品・レ
ンズ成形品を成形機９台で生産しています。
　トヨテックフィリピンをトーヨーサークルの中
核部門にするという目標にはまだ道半ばではあ
りますが、現在は営業部門・太科光学と連携を強
化し、規模拡大を進めています。今後、トーヨー
サークル各部門との連携強化や支援を受けなが
ら、中核部門としての位置づけを確立できるよ
う、経営改善を進めてまいります。引き続き、社
員の皆様のご協力をお願いいたします。

　２０２６年度、新しく司会者となりました山本です。経営協議会の司会として、皆さんが安心して意見を出し合える
雰囲気づくりを大切にしていきます。現場の課題や思いをしっかり受け止めつつ、会社としての方向性も共有し、
互いに理解し合える場にしたいと考えています。
　また、議論が前向きに進むよう、分かりやすく公平な進行を心がけ、より良い職場づくりにつながる協議となるよう
努めてまいります。

司会者 山本 哲也さん

職員代表
●サークル本部 日光 美南さん（新任） ●トヨテック管理棟 戸松 安梨沙さん
●光学技術センター 山田 里沙子さん ●光学技術センター 中藤 敬さん（新任）
●ジュコー技術センター 古藤 真美亜さん ●ジュコー技術センター 冨田 英稔さん（新任）
●一宮地区連絡員 鎌田 裕人さん（新任） ●大分地区連絡員 山本 和代さん

参加者
㈱トヨテック 松永 大輔さん
㈱トヨテック 都筑 将登さん
㈱ジュコー 安藤 誠人さん
㈱トヨテック 佐野 有咲さん
㈱トヨテック 赤川 陽南さん

書　記 杉山 典昭さん

2026年度
経営協議会メンバー紹介
2026年度
経営協議会メンバー紹介
本年度の司会者・書記・各地区の
職場代表委員をご紹介します。

Message

　この度、情報化委員長を拝命いたしました平野で
す。デジタル技術の進化に伴いサイバー攻撃が巧妙化
する今、組織を守るにはシステム対策に加え、一人ひ
とりが正しく情報を扱う「土壌」作りが不可欠です。
　今年度、当委員会では「情報セキュリティ規定の見
直し」を活動のメインに据え、実務に即したルールの
最適化を推進いたします。あわせて、情報システムＧ
が主導する「ＩＴリテラシー教育の強化」とも密に連
携し、ルールと教育の両面から組織の守りを固めてい
く所存です。
　確かな土壌と適切なルールを整えることで、ＩＴを
真に生産性を向上させる武器へと進化させていきた
いと考えています。皆様と協力しながら、より安全で
効率的な環境づくりに取り組んでまいります。どうぞ
よろしくお願いいたします。

平野 大地
情報化委員会　委員長

屋外消火栓取扱い訓練

情報化委員会
新委員長就任のお知らせ

4



　４月２２日（水）～２４日（金）の３日間にわたり、パシフィコ横浜で開催された「ＯＰＩＥ’２６─
レンズ設計製造展」に出展しました。レンズ設計製造展は光技術とフォトニクス分野の最先端技
術・製品が集まる日本最大級の専門展示会です。来場者数は毎年増加傾向にあり、見学者も以前
はほとんどが日本人でしたが、中国、欧州などの外国からの来場者も多く見られました。トヨテッ
クは８年ぶりの出展となり、今回は開発技術部が設計で特許を取得したレンズユニット、Ｒ０．４５
のガラスシリンドリカルレンズ、銀・銅コートの展示をしました。３日間で当社展示ブースには９０
名ほどの訪問があり、各アイテムに対し興味を持っていただけました。今回は営業だけでなく、各ア
イテムに関連する技術者の方たちにも準備、アテンドしていただきました。見込み顧客も獲得する
ことができ、これからフォローアップをして新規顧客獲得に向け営業活動を行っていきます。

山田 里沙子営業部

展示会レポート
レンズ設計・製造展

高出力レーザー用光学部品をPR

In Yokohama
開催日程：2026年 4月 22日（水）～24日（金）
開 催 地：パシフィコ横浜

（敬称略）

㈱トヨテック 松永 大輔 「Excel報告資料のセル強調表示による見やすさ改善」

㈱トヨテック 武田 孝幸 「安全装置製作」

㈱ジュコー 野澤 健宏 「コート後治具外し時の現品票間違いの改善」

㈱トヨテック大分 岩尾 直美 「目標達成見える化」

㈱ジュコー
古藤 真美亜 「定期便移動リストの電子化 +プロネス入力作業の自動化、
   工程管理表集計ファイルの作成」

第90回  TOCOM活動発表会
　５月１５日（金）、各地区の指定会場にて、第９０回ＴＯＣＯＭ活動発表会が開催されました。統一
テーマは「顧客満足、不満足」とし、各部署で現状、分析、予防対策について発表しました。

2025年度 下期  提案表彰
　２０２５年度下期の提案表彰が、ＴＯＣＯＭ活動発表会の各会場にて行われ、社長賞、敢闘賞、
事例紹介賞、ノミネート賞、提案件数賞に１６名が受賞されました。

　レーザー光を極小精密レンズで集光する光学
部品を紹介し、レーザー溶接・美容医療・レーザー
刻印など幅広い分野で使用されるレーザー機器
向けに提案しました。
　自社の研磨技術を活かした小ロット・低コスト
提案で見込み顧客も獲得できました。

社長賞

敢闘賞
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